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5
月
11
日︵
金
︶、福
岡
市
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
に
て
、中
央
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
総
会
を
開
催

し
、会
員
総
数
91
名
の
う
ち
80
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

国
歌
斉
唱
、黙
と
う
に
続
き
、

表
彰
式
が
行
わ
れ
、老
人
ク
ラ
ブ

の
発
展
、育
成
に
従
事
さ
れ
、3

広
げ
よ
う
会
員
の
輪

月
末
で
退
任
さ
れ
た
単
位
ク
ラ
ブ

会
長
や
、白
寿
を
迎
え
た
方
へ
、感

謝
状
や
祝
い
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
当
日
は
、池
見
区
長
を
は

じ
め
、多
数
の
来
賓
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
、ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

続
い
て
議
事
で
は
、議
長
に
赤

坂
校
区
の
松
谷
紀
久
男
氏
が
選

出
さ
れ
、平
成
29
年
度
の
事
業
、

決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
、平

成
30
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予

算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、上
程
議

案
は
出
席
者
の
拍
手
で
承
認
、可

決
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、1
0
0
万
人
会
員

増
強
運
動
の
最
終
年
度
と
な
り
ま

す
。中
央
区
老
ク
連
で
は
、引
き
続

き
、会
員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な

が
ら
新
規
会
員
加
入
促
進
に
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐藤会長あいさつ

関連記事は 2 ページ

　総会時には白寿の方や長年老
人クラブに貢献された方々へ感
謝状や祝い状が贈られました

祝
い
状
を
受
け
る
白
寿
の
高
瀬
ア
イ
さ
ん（
舞
鶴
）

平
成
30
年
度 

総
会
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平成30年度�表彰者一覧 平成30年度�役員・運営委員
役職名 氏　名 校区・地区等
会　長 佐藤　光　　 南当仁

副会長
木内　潤子　 簀　子
柴田　宏　　 警　固

会　計 佐々木　一二郎 小　笹

監　事
井上　宏　　 当　仁
金山　富佐重 平　尾

運 営 委 員
吉岡　剛　　 大　名
高窪　恵美子 舞　鶴

役職名 氏　名 校区・地区等

運 営 委 員

松井　正博 春　吉
松谷　紀久男 赤　坂
小堀　康治　 草ヶ江
森　カズ子　 福　浜
小谷　享子　 高　宮
榊　留夫　　 笹　丘

女 性 部 長 船越　智恵子 当　仁
女性副部長 郡嶋　郁子 春　吉

　5月11日（金）の中央区老人クラブ連合会の
総会と、5月23日（水）の福岡市老人クラブ連合
会通常総会にて、以下の方が表彰されました。

中央区老人クラブ連合会では、「健康・友愛・奉仕」の全国
三大運動を目標に、会員自らが、地域社会の支え手の一員と
して、これまで培ってきた豊かな経験、知識を活かして地域
社会に貢献するとともに、魅力ある楽しい老人クラブとする
ため、各種事業の推進や組織の活性化、新会員の加入促進に
努め、豊かで活力ある長寿社会の実現に向けて努力する。

① 自らの健康づくり及び地域と連携した友愛活
動、社会奉仕活動の推進

② 地域の支え手の一員として、文化、スポーツ
活動、ボランティアへの参加

③ 魅力ある老人クラブづくりと仲間づくりの継
続的推進

④ 地域諸団体の協力を得ながらの未加入高齢者
に対する老人クラブ加入促進の継続取り組み

基 本 理 念

中央区老ク連では次の方針のもと活動に取り組みます

総会では活発な質疑応答も

退任単位クラブ会長表彰
篠原　重子 警　固
西山キヌ子 福　浜
久野　信男 福　浜
村田　繁行 福　浜
工藤　和子 南当仁
馬場　明子 小　笹

単位クラブ功労者表彰
退任校区女性部長 佐藤　幸子 警　固

白寿表彰 高瀬　アイ 舞　鶴

中央区老人クラブ連合会
感謝状・祝い状

福岡市老人クラブ連合会
会長表彰

老人クラブ育成功労者表彰

単位クラブ会長

熊本　祐助 大　名
進藤　二郎 舞　鶴
高野　幹也 舞　鶴
明石　國治 警　固
菊地　武司 当　仁
黒瀬　和子 南当仁
杉本　令子 小　笹
篠原　啓子 小　笹

校区・地区女性部長
下田　郁枝 福　浜
黒瀬　和子 南当仁
杉本　令子 小　笹

優良老人クラブ表彰
第六福寿会 石松　秋義 福　浜
第三仁寿会 鶴田　勇夫 当　仁
第四功寿会 林　　啓一 南当仁

（敬称略）
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平成30年度　月別事業予定表

実施日 事　業　名 場　　所 対　　象

4

5 木 監査（午前中） 大名公民館 役員

12 木 （市）総務部会①、
高齢者農園運営委員会 プラザ 402 役員

19 木 （市）理事会① プラザ 502 理事・監事
25 水 4 月期運営委員会 中央区役所 運営委員

5

11 金 総会 プラザホール 関係者

15 火 （市）全老連女性代表者会議 東京都 市女性部長

23 水 （市）第 45 回通常総会、
総務部会②、理事会② 福岡市民会館 関係者

25 金 5 月期運営委員会 中央区役所 運営委員

28 月 新任単位クラブ会長等研修
会（午前中） プラザ 401 関係者

29 火 （市）広報部会① プラザ 402 部会員

31 木 第 1 回広報部会 中央区役所 部会員

6

1 金 （市）教養文化部会① プラザ 402 部会員
6 水 （市）総務部会③ プラザ 402　　　 部会員
8 金 （市）健康部会①　　　 プラザ 402 部会員

11 月 第 1 回教養文化部会
（囲碁・将棋大会準備） プラザ 502、503 部会員

12 火 囲碁・将棋大会 プラザ 502、503 関係者
13 水 （市）女性部会① プラザ 402 部会員
15 金 （市）理事会③ プラザ 502 理事・監事
18 月 健康部会　　　 中央区役所 部会員
20 水 女性部会（午前中） プラザ 402 部会員
26 火 （市）伝承社会奉仕部会① プラザ 402 部会員

27 水 6 月期運営委員会、活性化
対策委員会 中央区役所 運営委員

28 木 （市）体育部会① プラザ 402 部会員

7

2 月 伝承社会奉仕部会 中央区役所 部会員

4 水 体育部会 中央区役所 部会員
5

・

6

木

・

金
九州ブロック老人クラブ
リーダー研修会 鹿児島県 市理事

市監事

12 木 高齢者演芸大会リハ 中央市民センター 関係者

13 金

高齢者演芸大会 中央市民センター 関係者

女性部活性化委員会 中央市民センター 校区女性部長
（市）福岡市保健福祉大会
運営委員会 プラザ 402 関係者

25 水 ７月期運営委員会 中央区役所 運営委員

26 木 （市）第 46 回囲碁・将棋大会 プラザ 601,602 関係者

8

2 木 （市）総務部会④ プラザ 402 部会員

9 木 （市）理事会④ プラザ 201 理事・監事

22 水 8 月期運営委員会、
活性化対策委員会 中央区役所 運営委員

9

3 月 第 56 回高齢者保健福祉大
会（予備日 4 日） 福岡市民会館 関係者

14 金 （市）教養文化部会② プラザ 402 部会員

20 木
社会奉仕の日 各地区・校区 会員

（市）広報部会② プラザ 402 部会員

21 金 広報部会 中央区役所 部会員

25 火 リーダー研修会 プラザホール 部会員

26 水
9 月期運営委員会（9 時半） 保健所第 2 研修室 部会員

健康料理教室（11 時） 保健所料理実習室 運営委員
校区女性部長

27 木 （市）女性部会② プラザ 402 部会員

実施日 事　業　名 場　　所 対　　象

10

2 火 グラウンド・ゴルフ大会
（予備日は 10 月 3 日） 平和台競技場 関係者

4 木 市ゲートボール大会 山王公園 関係者
10

～

16

水

～

火
（市）高齢者美術展 アジア美術館 関係者

11

・

12

木

・

金
全老連
女性リーダーセミナー 東京都 市女性部長

24 水 10 月期運営委員会・活性化
委員会 中央区役所 運営委員

30 火 （市）グラウンド・ゴルフ大会
（予備日 31 日） 舞鶴公園 関係者

11

2
 ～

6

金

～

火
ねんりんピック富山 富山県 関係者

8

・

9

木

・

金
単位クラブ会長研修会 未　定 役員、

単位クラブ会長

15 木 （市）総務部会⑤ プラザ 402 部会員

16 金 高齢者健康スポーツ大会
（ウォーキング） 大濠公園 会員

21 水 11 月期運営委員会 中央区役所 運営委員

22 木 （市）理事会⑤ プラザ 502 関係者

28 水 （市）体育部会 プラザ 402 関係者

29 木 女性リーダー研修会
女性部活性化委員会 未　定 会員

12

4
・

5

火

・
水

全国老人クラブ大会 沖縄県 市総務部会員

10 月 中央区高齢者ダーツ大会 中央体育館 関係者

12 水 （市）女性部研修会 プラザホール 女性会員、役員

13 木 12 月期運営委員会
高齢者作品展実行委員会 中央区役所 運営委員

1

18 金 （市）健康部会 プラザ 402 部会員
21

～

25

月

～

金
高齢者作品展 中央区役所１階 関係者

23 水 （市）老人クラブリーダー
養成研修会 プラザ 601 運営委員

校区女性部長

28 月 １月期運営委員会
女性部活性化委員会 未　定 運営委員

校区女性部長

2

1 金 （市）第 7 回高齢者ソフト
ダーツ大会 九電記念体育館 関係者

7 木 （市）伝承社会奉仕部会② プラザ 402 部会員

13 水 （市）総務部会⑥ プラザ 402 部会員

18 月 友愛訪問説明会 プラザ 502、503 班長

20 水 （市）理事会⑥ プラザ 502 理事 ･ 監事

22 金 2 月期運営委員会 中央区役所 運営委員

3

8 金 （市）総務部会⑦、
高齢者農園委員会 プラザ 402 部会員

15 金 （市）理事会⑦ プラザ 502 理事 ･ 監事

27 水 3 月期運営委員会、
活性化対策委員会 中央区役所 運営委員

29 金 活動推進員辞令交付式 本部事務局 運営委員

※「中央区老ク連だより」の発刊（平成 30 年 7 月および平成 31 年 1 月予定）
※各種事業については、会場の都合や天候不順により、開催場所や日時を変
更することがあります。
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12
月
1
日
︵
金
︶、
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
行
い
、

　
1
月
15
日
︵
月
︶
～
19
日

︵
金
︶、
中
央
区
役
所
1
階
ロ

ビ
ー
に
て
中
央
区
高
齢
者
作

品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
展
は
、
作
品
の

創
作
活
動
と
出
展
を
通
し

て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
の
促
進
と
多
く
の
市
民

2
月
15
日
︵
木
︶、
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
に
て
友
愛
訪
問

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
友
愛
訪
問
事
例
発

表
は
、
簀
子
校
区
老
連
の
木

内
潤
子
会
長
が
行
い
ま
し
た
。

95
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
宗
像
市
の
、
宗
像

大
社
神
宝
館
や
国
民
宿
舎

ひ
び
き
な
ど
を
巡
り
ま
し

た
。
特
に
宗
像
大
社
神
宝
館

で
は
、
金
製
指
輪
や
三
角
縁

神
獣
鏡
な
ど
の
有
名
な
文
化

財
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
神
宝
館
に
展
示
さ
れ
た

数
多
く
の
文
化
財
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
懸
命
に

生
き
た
先
人
の
想
い
や
、
息

吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

皆
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中央区高齢者作品展

味
わ
い
深
い
力
作
が
30
点

に
鑑
賞
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
今

回
は
洋
画
、
書
、
写
真
、
工

芸
な
ど
計
30
点
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
方
々
も
「
書
か

ら
は
と
て
も
格
調
高
い
風
格

を
感
じ
ま
す
」「
写
真
も
色

鮮
や
か
で
、
よ
く
撮
れ
て
い

ま
す
ね
」「
中
央
区
は
芸
術

家
ぞ
ろ
い
で
す
ね
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
作
品
を
絶
賛
し

て
い
ま
し
た
。

注目！

輪切りにした柑橘の皮を材料に、
和紙と紙ねんどで作られています。
作品からは皮が材料だとは想像も
できない見事な出来栄えです。

「柑橘類の皮で作った茶碗 3 個」
竹原滋（94）福浜

﹁
ゲ
ン
ト（
ベ
ル
ギ
ー
）  

  

葦
ペ
ン
水
彩
画
﹂

磯
野
泰
雄（
74
）平
尾

﹁
千
手
千
眼
観
音
（
切
り
絵
）﹂

平
川
み
ど
り（
72
）春
吉

創作意欲をかきたてる作品の数々

貴重な文化財に感動研修会の報告をする柴田会長

事例発表をする
木内会長

《
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
》

《友愛訪問説明会》 宗
像
大
社
の

 

秘
宝
を
見
学

地域を支える
　心の交流

　
ま
た
、
警
固
校
区
老
連
の

柴
田
会
長
よ
り
、
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の
、
友

愛
訪
問
に
関
す
る
研
修
会
の

出
張
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
例
を
、
日
頃
の

友
愛
訪
問
活
動
に
役
立
て

て
、
み
ん
な
で
地
域
を
支
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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5
月
28
日
︵
月
︶、
ふ
く

ふ
く
プ
ラ
ザ
に
て
、
新
任
会

長
等
研
修
会
を
開
催
し
、
今

年
度
就
任
し
た
単
位
ク
ラ
ブ

会
長
7
名
、
校
区
女
性
部
長

1
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
ま
ず
中
央

区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
福

祉
・
介
護
保
険
課
高
齢
者
福

祉
係
の
鶴
田
愛
美
氏
よ
り
、

単
位
ク
ラ
ブ
補
助
金
交
付
制

度
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
中
央
区
老
ク
連

の
宮
本
活
動
推
進
員
よ
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
事
業
活
動
内

容
や
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
で
得
た
知

識
を
今
後
の
ク
ラ
ブ
活
動
に

ぜ
ひ
生
か
し
、
積
極
的
に
新

た
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

11
月
1
日
︵
水
︶、
2

日
︵
木
︶
に
単
位
ク
ラ
ブ

会
長
研
修
会
を
行
い
、
単

位
ク
ラ
ブ
会
長
58
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
壱
岐
島
に
行

き
、
原
の
辻
復
元
公
園
、

一
支
国
博
物
館
、
鬼
の
岩

屋
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

博
物
館
に
て
展
示
さ
れ
て

い
た
馬
具
、
土
器
、
装
飾

品
な
ど
の
文
化
財
や
、
見

学
し
た
遺
跡
な
ど
か
ら
、

壱
岐
島
の
「
海
を
介
し
た

交
流
と
交
易
の
歴
史
」
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
歴
史
の
奥
深
さ

を
皆
で
学
び
、
大
変
有
意

義
な
研
修
会
で
し
た
。

海の王都「壱岐」へ
歴史息づく神秘の島

単位クラブ会長研修会

新任の皆さんの活躍に期待

現
状
把
握
し

 
ク
ラ
ブ
発
展
に
尽
力

《
新
任
会
長
等
研
修
会
》

　

11
月
13
日
︵
月
︶、
舞
鶴

公
園
球
技
場
に
て
中
央
区

高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
長
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

当
仁
校
区
の
後
藤
一
好
氏

に
よ
る
選
手
宣
誓
が
行
わ

れ
、
競
技
開
始
。
90
代
の

方
を
含
む
1
3
4
名
の
参

加
者
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ

ぱ
い
に
広
が
り
、
勢
い
よ

く
ス
イ
ン
グ
し
、
上
位
入

賞
を
目
指
し
て
最
後
ま
で

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は

コ
ー
ス
に
よ
っ
て
力
加
減

を
調
整
し
つ
つ
、
ス
コ
ア
を

第 22 回
中央区高齢者グラウンド・ゴルフ大会

大会結果
優　勝　明石�　國治（警�固）
準優勝　森田�　　満（高�宮）
第３位　橋本�　昭男（小�笹）

第４位　草場�　茂成（小�笹）
第５位　白幡�由美子（笹�丘）

【最高齢者】男性　重松　一さん　　���（94 歳）大�名
　　　　　��女性　西野　恵美子さん（90歳）笹�丘

伸
ば
す
た
め
に
一
心
不
乱
。

　

途
中
「
ナ
イ
ス
イ
ン
！
」

「
惜
し
い
、
あ
と
少
し
」
と

会
員
同
士
で
励
ま
し
合
う

場
面
も
あ
り
、
皆
さ
ん
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
な
か
、
の
び
の
び
と

プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
次
回
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
が
、
会
員
の
皆
さ

ん
の
健
康
増
進
や
、
ま
た

他
の
校
区
の
方
と
の
交
流

の
輪
を
広
げ
る
場
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

90代も元気に参加

　楽しく健康増進
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春吉
校区

元気で長生き!
すてきな春吉21!
第九老壮会
　　　　　　■  郡嶋　郁子

校区・地区
単位クラブ

　
平
成
30
年
度
中
央
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
に
お
い

て
、
表
彰
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
白
寿
︵
99
歳
︶

の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
舞

鶴
校
区
会
員
様
の
年
齢
を

感
じ
さ
せ
な
い
若
さ
と
笑

顔
に
満
ち
た
お
姿
を
拝
見

し
、
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
壇
上
に
続
く
階
段
の

昇
り
降
り
も
誰
の
助
け
も

い
ら
ず
本
当
に
び
っ
く
り

「
家
族
5
人
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
」
と
充
実
し
た
日
々
を

に
こ
に
こ
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
1
0
0

年
時
代
の
到
来
に
向
け
て
、

私
た
ち
も
積
極
的
に
健
康
寿

命
の
延
伸
に
取
り
組
み
、
高

齢
に
な
っ
て
も
健
康
で
自
立

し
た
毎
日
を
送
り
た
い
も
の

で
す
。

　

春
吉
校
区
は
健
康
目
標

「
元
気
で
長
生
き
！ 

す
て
き

な
春
吉
21
！
」
を
掲
げ
て
10

年
以
上
に
な
り
ま
す
。
松
井

会
長
を
は
じ
め
、
３
ブ
ロ
ッ

ク
長
が
戦
後
生
ま
れ
に
若
返

り
、
昭
和
33
年
生
ま
れ
の
会

員
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活

躍
中
で
、
活
動
に
も
活
気
が

出
て
き
ま
し
た
。

　
毎
週
、
公
民
館
や
春
吉
小

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
い
ろ
い

ろ
な
出
会
い
が
あ
り
、
時
に

は
励
ま
し
あ
い
、競
い
あ
い
、

笑
い
あ
い
、
お
互
い
に
い
い

刺
激
を
分
け
あ
っ
て
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。
友
愛
訪

問
で
ご
近
所
に
住
ん
で
い
る

方
に
は
、
積
極
的
に
あ
い
さ

つ
・
声
か
け
を
し
て
い
ま
す

が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
の

方
、ひ
き
こ
も
り
の
方
に
は
、

な
か
な
か
声
か
け
が
難
し
い

の
が
現
状
で
す
。
春
吉
公
民

館
館
長
か
ら
も
「
公
民
館
は

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
よ
。

い
つ
で
も
来
て
、
そ
し
て
元

気
を
た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
お

帰
り
く
だ
さ
い
」
と
あ
た
た

か
い
声
か
け
も
あ
り
、
校
区

の
活
動
も
順
調
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

誰
も
が
心
身
と
も
に
健

康
で
幸
せ
に
自
分
ら
し
く

生
き
て
い
く
に
は
「
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
」
の
推
進
に
努

め
、
ご
一
緒
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
春
吉
校
区
を
目
指

し
て
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
5
月
26
日
︵
土
︶、
女
性

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
東
京

の
新
霞
が
関
ビ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
の
ば
そ
う
！ 
健
康
寿

命
、
担
お
う
！ 

地
域
づ
く

り
を
」
の
テ
ー
マ
で
各
県

か
ら
70
名
あ
ま
り
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
高
齢
者
の
詐
欺
被
害

を
防
ぐ
願
い
を
込
め
た
防

「
だ
ま
さ
れ
な
い
音
頭
」
で
詐
欺
防
止

止
活
動
と
し
て
、
会
員
が

中
心
と
な
り
﹃
だ
ま
さ
れ

な
い
音
頭
﹄︵
炭
坑
節
の
替

え
歌
︶
が
作
成
さ
れ
、
み

ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。

　

消
費
者
被
害
に
お
い

て
、
高
齢
者
の
被
害
が
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
巧
妙
な
手
口
や
組
織

的
な
犯
罪
が
広
が
る
中
、

被
害
防
止
に
向
け
た
対
策

が
急
務
に
な
っ
て
お
り
、

国
や
自
治
体
を
は
じ
め
高

齢
者
を
取
り
ま
く
機
関
、

団
体
に
お
い
て
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
被
害
は
い
っ
こ
う

に
減
り
ま
せ
ん
。
消
費
者

被
害
防
止
の
願
い
を
込
め

て﹃
だ
ま
さ
れ
な
い
音
頭
﹄

︵
炭
坑
節
の
替
え
歌
︶
が

作
成
さ
れ
ま
し
た
。
炭
坑

節
に
乗
せ
て
、
み
ん
な
で

歌
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
だ
ま
さ
れ
な
い
音
頭
】

一
、
電
話
が
な
る
な
る 

誰
か
い
な 

ヨ
イ
ヨ
イ

　
　

孫
の
名
前
を 

言
う
け
れ
ど

　
　

事
故
を
起
こ
し
て 

困
っ
て
る

　
　

ば
あ
ち
ゃ
ん
助
け
て
く
れ
ん
か
ー
い
や 

サ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ

二
、
私
は
絶
対 

大
丈
夫 

ヨ
イ
ヨ
イ

　
　

う
ま
い
話
は 

裏
が
あ
る

　
　

自
信
が
あ
る
ほ
ど 

騙
さ
れ
る

　
　

一
人
で
決
め
ず
に 

聞
い
て
み
る 

サ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ

三
、
確
か
め
ま
し
た
か
？ 

そ
の
電
話 

ヨ
イ
ヨ
イ

　
　

引
き
出
す
前
に 

ま
ず
相
談

　
　

本
当
は
詐
欺
師
だ 

気
を
つ
け
て

　
　

大
事
な
お
金
は 

渡
さ
な
い 

サ
ー
ヨ
イ
ヨ
イ

誰もが被害者になる可能性があります。「私は大丈夫」
多くの人がそう思っています。しかし年々巧妙な手口
になっていることを忘れないで注意しましょう！

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

副
会
長　

木
内　

潤
子

女性リーダー研修会参加報告
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笹丘
校区

長
寿
と
生
き
が
い

シ
ニ
ア
・
ク
ラ
ブ
輝
国

■  

江
口
　
律
子

　
今
の
時
代
、
1
0
0
歳
の

長
寿
と
か
申
し
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
と
考
え
、
学
び
、
向
か

わ
な
け
れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ

で
す
。
生
き
る
目
標
を
持
つ
、

趣
味
を
持
つ
、
な
ど
で
す
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
笹
丘
老
人

ク
ラ
ブ
の
、
健
康
で
楽
し
く

過
ご
せ
る
だ
ろ
う
い
く
つ
か

の
行
事
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
そ
の
一
つ
、

毎
週
火
曜
日
会
食
会
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
語
り
合
い
の

場
と
し
て
非
常
に
盛
会
で
す
。

ま
た
、
今
年
は
日
帰
り
研
修

の
旅
行
が
あ
り
ま
し
た
。
バ

ス
２
台
で
有
意
義
か
つ
楽
し

く
過
ご
し
、
そ
の
後
の
互
い

の
交
流
に
役
立
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
諸
々
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
も
も
ち
ろ
ん
盛

ん
で
す
。
週
２
回
の
練
習
、

言
う
ま
で
も
な
く
、
参
加
し

た
皆
様
の
笑
顔
、
対
話
、
動

き
は
、
年
齢
を
忘
れ
仲
良
く

楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。
中

に
は
90
歳
を
過
ぎ
た
方
が
男

女
1
人
ず
つ
、
そ
の
元
気
さ

に
は
脱
帽
で
す
。
人
と
の
会

話
、
他
愛
の
な
い
オ
シ
ャ
ベ

リ
、
体
を
動
か
す
こ
と
、
笑

う
こ
と
、
こ
れ
ら
も
元
気
で

生
き
ら
れ
る
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
以
上
、
校
区
老
人
会
の
行

事
等
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
こ
こ
で
各
町
内
の
活

動
の
一
つ
の
ク
ラ
ブ
を
紹
介

　

私
は
、
旅
が
好
き
で
す
。

旅
は
、
非
日
常
的
な
こ
と
を

体
験
し
た
り
観
た
り
す
る
こ

と
で
、
脳
や
身
体
を
活
性
化

す
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
も
う
、
12
年
経
っ
た
今
で

も
懐
か
し
く
鮮
明
な
思
い
出

と
し
て
心
に
残
っ
て
い
る
旅

が
あ
り
ま
す
。

　
私
が
現
在
入
会
し
て
い
る

平
尾
公
民
館
高
齢
者
教
室︵
平

尾
大
学
︶
は
、
そ
の
当
時
は

毎
年
秋
に
1
泊
2
日
の
旅
行

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
16
年
11
月
18
日
、

1
泊
2
日
の
山
口
県
萩
方
面

の
バ
ス
旅
行
で
し
た
。

　
今
回
は
、
ガ
イ
ド
嬢
２
名

も
同
乗
す
る
と
い
う
豪
華
な

旅
行
。
当
日
は
、
雲
1
つ
な

い
秋
晴
れ
に
心
弾
ま
せ
、
バ

ス
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

　
最
初
に
、
高
杉
晋
作
ゆ
か

り
の
東
行
庵
へ
。
こ
こ
も
真

っ
赤
な
紅
葉
が
秋
陽
に
照
り

映
え
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
軽
妙
な
人
生
説
法

で
評
判
の
竜
蔵
寺
の
和
尚

さ
ん
の
説
法
に
大
笑
い
し

随  想

平尾
薬
院
Ｇ
Ｓ
会橋

本　

敏
夫

心
に
残
る
旅

た
り
、
人
生

の
理
こ
と
わ
りを
少
し

悟
っ
た
り
し

て
、
精
進
料

理
を
賞
味
し
、

国
宝
瑠
璃
光

寺
を
参
拝
し
、

そ
の
日
の
宿
、
湯
本
温
泉
の

ホ
テ
ル
へ
。
お
待
ち
か
ね
の

宴
会
の
幕
開
け
と
な
り
、
カ

ラ
オ
ケ
、
民
謡
、
踊
り
あ
り

で
宴
も
最
高
潮
に
盛
り
上

が
っ
た
中
、
91
歳
の
内
田
シ

マ
会
長
を
交
え
た
フ
ラ
ダ

ン
ス
に
は
会
場
も
拍
手
喝

采
で
し
た
。

　
翌
日
も
秋
晴
れ
の
下
、
萩

武
家
屋
敷
や
松
下
村
塾
を
訪

れ
、
日
本
の
維
新
を
先
駆
け

た
先
人
を
偲
び
ま
し
た
。
毛

利
家
の
菩
提
寺
、
東
光
寺
の

庭
の
紅
葉
が
秋
の
陽
光
に
輝

い
て
い
た
の
は
感
動
的
で
し

た
。

　
帰
途
、
お
土
産
の
蒲
鉾
工

場
へ
寄
り
ま
し
た
。

　

出
迎
え
の
お
兄
さ
ん
が

﹃
平
尾
大
学
は
ど
こ
に
あ
る

大
学
で
す
か
﹄
と
聞
く
と
、

内
田
シ
マ
会
長
は
間
髪
入
れ

ず
に
﹃
平
尾
に
あ
る
国
立
平

尾
大
学
た
い
﹄
と
言
い
ま
し

た
。
一
同
も
﹃
そ
う
だ
そ
う

だ
﹄
お
兄
さ
ん
も
納
得
。

　
帰
り
の
バ
ス
に
、
真
っ
赤

な
夕
陽
が
車
窓
を
照
ら
し
、

楽
し
か
っ
た
旅
を
祝
福
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　
こ
の
旅
は
、
出
逢
い
と
ハ

プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、
笑
い
と

感
動
が
い
つ
ま
で
も
心
に
残

っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
毎
月

定
例
会
が
開
か
れ
、
ク
イ
ズ

な
ど
脳
ト
レ
を
さ
れ
た
り
、

も
ち
ろ
ん
老
人
の
日
や
特
別

な
時
は
一
緒
に
食
事
と
か
、

な
か
な
か
活
発
な
活
動
が
で

き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
り
、

助
け
合
い
も
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
最
後
に
私
の
常
日
頃
の
思

い
を
ー
。
ま
だ
ま
だ
老
人
ク

ラ
ブ
に
入
会
し
な
い
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
積
極
的
に

入
会
さ
れ
る
よ
う
、
魅
力
あ

る
会
に
な
る
た
め
の
一
考
も

必
要
か
な
あ
…
？
と
思
っ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。
何
は
と

も
あ
れ
、
人
と
の
交
わ
り
の

大
事
さ
を
痛
感
し
、
明
る
く

元
気
に
日
々
を
過
ご
し
た
い

も
の
で
す
。
こ
こ
笹
丘
は
、

福
岡
市
内
で
２
番
目
に
高
齢

者
が
多
い
と
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
長
寿
で

元
気
に
過
ご
し
た
い
も
の
で

す
。
そ
し
て
笹
丘
校
区
老
人

ク
ラ
ブ
の
ま
す
ま
す
の
発
展

を
祈
り
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
シ
ニ
ア
歓
声

初
夏
の
朝
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老人クラブ会長を
辞して

　
月
1
回
、
第
4
土
曜
日
に

「
男
の
料
理
教
室
」
で
18
名
の

メ
ン
バ
ー
に
料
理
を
教
え
て

い
る
が
、
こ
れ
は
上
質
の
ボ

ー
イ
フ
レ
ン
ド
と
の
楽
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
だ
。
老
人

ク
ラ
ブ
の
清
掃
は
月
３
回
、

汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
れ
る
私

の
健
康
法
。
あ
と
は
家
に
ば

か
り
い
る
。

　
風
薫
る
五
月
晴
れ
が
続
く

絶
好
日
、老
人
ク
ラ
ブ
よ
り
、

総
会
の
席
に
て
感
謝
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
自
身
老

人
ク
ラ
ブ
に
感
謝
、
感
謝
の

思
い
で
、
う
れ
し
く
な
り
、

感
涙
抑
え
が
た
し
の
心
境
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ

随  想

当仁
第
三
仁
寿
会江

上　

和
子

楽
し
い
脳
ト
レ

福
浜

第一福寿会

西山　キヌ子

　
お
医
者
様
に
「
足
が
不
自

由
で
も
な
る
べ
く
外
に
出
て
、

人
と
接
す
る
の
が
ボ
ケ
防
止

に
な
り
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
、

誘
わ
れ
て
も
い
た
の
で
、
ダ

ー
ツ
と
ナ
ツ
メ
ロ
教
室
に
参

加
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
ダ
ー
ツ
は
的
外
れ
に
な
る

け
れ
ど
、
自
分
の
得
点
を
瞬

時
に
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
ゲ
ー
ム
で
は
あ
る
が
脳

ト
レ
に
ぴ
っ
た
り
だ
。
91
歳

の
方
が
私
よ
り
早
く
計
算
さ

れ
る
の
に
刺
激
さ
れ
、
買
い

物
も
家
で
の
計
算
も
電
卓
を

や
め
て
暗
算
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
ナ
ツ
メ
ロ
は
、
今
ま
で
一

度
も
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
こ

と
も
な
い
し
、
家
で
大
声
で

歌
う
こ
と
も
な
か
っ
た
の
に
、

２
時
間
に
20
曲
、
大
勢
の
声

に
紛
れ
て
ほ
と
ん
ど
歌
え
て

自
分
で
も
意
外
だ
っ
た
。

　
童
謡
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、

演
歌
、
改
め
て
歌
詞
や
メ
ロ

デ
ィ
ー
、
歌
い
手
の
磨
き
上

げ
ら
れ
た
巧
み
さ
を
見
直
し
、

ヒ
ッ
ト
し
た
時
代
を
懐
か
し

ん
だ
。

　
気
が
つ
く
と
、
T
V
の
歌

番
組
に
声
を
出
し
て
歌
う
よ

う
に
も
な
っ
た
。

　
私
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
ボ

ケ
防
止
効
果
が
あ
る
か
期
待

で
き
な
い
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
が
少
し
充
実
し
、
町
に

出
て
あ
い
さ
つ
す
る
顔
が
増

え
た
の
は
確
か
だ
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
私
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
こ
の
町
と
公
民
館

中
心
だ
け
れ
ど
「
男
の
料
理

教
室
」
で
も
、
年
に
一
度
く

ら
い
大
勢
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行

っ
て
、
楽
し
く
合
唱
す
る
よ

う
誘
っ
て
み
よ
う
か
な
？

ブ
で
の
活
動
が
走
馬
灯
の
よ

う
に
思
い
出
さ
れ
、
身
震
い

す
る
自
分
に
感
動
を
抑
え
、

感
謝
状
を
佐
藤
会
長
よ
り
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

会
員
に
入
会
し
た
の
は
、

義
母
が
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で

あ
り
、
少
々
認
知
症
の
現
象

が
出
て
き
た
と
き
、
義
母
の

友
人
か
ら
の
紹
介
に
よ
り
民

生
委
員
と
な
り
、
53
歳
の
時

に
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま

し
た
。

　
そ
の
時
の
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
が
言
わ
れ
た
「
若
い
う
ち

か
ら
入
会
し
、
勉
強
し
、
努

力
・
友
愛
活
動
を
し
て
い
く

と
、
自
分
の
人
間
的
成
長
に

な
り
、
心
身
豊
か
な
人
に
な

り
、
他
人
様
に
愛
さ
れ
る
し

尊
敬
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

仲
間
に
な
ろ
う
」
と
の
言
葉

で
正
式
に
老
人
ク
ラ
ブ
に
入

会
い
た
し
ま
し
た
。

　
20
年
間
の
思
い
出
は
反
省

の
連
続
で
す
。
感
謝
状
を
い

た
だ
い
た
私
は
報
恩
感
謝
の

心
で
、
1
人
の
会
員
と
し
て

の
使
命
を
感
じ
る
今
日
で

す
。
ま
ず
新
し
い
友
人
、
仲

間
が
で
き
、
人
生
の
先
輩
に

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
、
義
母
の
認
知
症
の
介
護

の
こ
と
、
最
高
に
親
孝
行
を

し
て
、
霊
山
に
旅
出
す
る
こ

と
な
ど
が
で
き
ま
し
た
。

　
幼
少
の
頃
よ
り
体
が
弱
く
、

結
婚
し
て
か
ら
も
病
床
の

日
々
で
あ
っ
た
私
が
、
健
康

に
な
り
、
地
域
に
貢
献
で
き
、

他
人
様
か
ら
喜
ば
れ
て
、
充

実
感
の
あ
る
幸
せ
な
生
活
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
老
人
ク

ラ
ブ
で
の
福
祉
バ
ス
を
利
用

し
た
バ
ス
ハ
イ
ク
や
一
泊
旅

行
の
企
画
な
ど
も
と
て
も
楽

し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
伝
承
文
化

を
孫
世
代
に
伝
え
、
今
昔
の

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

り
、
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友

愛
活
動
、
高
齢
者
が
豊
か
に

な
る
地
域
づ
く
り
、
子
ど
も

た
ち
の
見
守
り
、
花
壇
の
清

掃
、
美
化
運
動
、
カ
ラ
オ

ケ
、
寝
た
き
り
宅
へ
の
対

話
、
安
否
確
認
、
社
会
奉
仕

な
ど
を
楽
し
く
笑
顔
で
実
践

で
き
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。

今
後
、
心
身
と
も
に
新
た
に

し
、
楽
し
い
老
人
ク
ラ
ブ
の

仲
間
と
、
笑
顔
の
あ
る
楽
し

い
幸
せ
な
生
活
を
望
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
友
人
や
知
人

を
老
人
ク
ラ
ブ
に
誘
い
、
生

涯
の
友
と
と
も
に
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
。
常

に
動
け
る
自
分
に
も
感
謝
し

つ
つ
、
楽
し
い
こ
の
人
生
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
老
人
ク

ラ
ブ
に
感
謝
、
感
謝
で
す
。
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私の楽しみ

赤坂
桜　

会

橋
本　

清
史

「
鴻こ
う
ろ
か
ん

臚
館
」
へ
の
小こ
み
ち径

　
私
の
楽
し
み
…
華
道
・
歌

曲
・
体
操
と
自
分
磨
き
も
そ

の
一
つ
だ
が
、
何
よ
り
の
活

力
と
な
る
の
は
「
孫
た
ち
の

成
長
」
で
す
。

　
今
年
社
会
人
と
な
っ
た
男

の
子
を
先
頭
に
7
人
…
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

を
見
つ
け
て
頑
張
っ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
を
応
援
す
る
の

が
私
の
楽
し
み
で
も
あ
り
、

元
気
の
源
で
す
。

　
赤
坂
２
丁
目
２
区
町
内
会

の
花
壇
は
、
舞
鶴
公
園
の
鴻

臚
館
へ
の
小
径
ぞ
い
の
小
さ

な
花
壇
で
す
。

　
国
体
道
路
か
ら
舞
鶴
公
園

に
至
る
近
道
で
す
。

　
子
ど
も
連
れ
の
お
母
さ
ん

　

そ
の
内
容
も
そ
れ
ぞ
れ

で
、
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
刺

激
を
も
ら
う
こ
と
も
多
く
、

若
さ
の
秘
訣
か
な
…
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
幸
い
皆
近
く
に
い
て
頻
繁

に
会
え
る
の
で
、
生
ま
れ
て

か
ら
の
成
長
も
そ
ば
で
見
守

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
楽
し
み
が
い
つ
ま
で

も
続
く
よ
う
に
、
夫
婦
で
仲

良
く
元
気
で
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

方
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
は
四

季
に
咲
く
小
花
を
楽
し
そ
う

に
見
て
、
名
前
も
自
然
に
覚

え
て
い
き
ま
す
。
桜
見
の
３

月
～
４
月
は
近
道
と
し
て
何

百
名
も
の
人
々
が
通
り
ま
す
。

警
固

第一百寿会

柴田　敏子

クイズ脳い いき き
ヒントを参考に、隠れた野菜や
乗り物を探してください。
� （解答は10ページ）

①チャ　ス　カ　ナ　ビ　ボ
　（2 つの野菜が隠れています）

・外は緑、中は黄色の固い野菜
・�秋にとれる紫色の野菜

②シャ　ス　ク　ン　マ　バ　デ　ル
　（3 つの乗り物が隠れています）

・免許があれば誰でも運転できる乗り物
・駅で乗る大きな乗り物
・町でよく乗る、2文字の乗り物

① なすはヘタを落とし、1 個ずつラップ
に包み、電子レンジで 2 分 30 秒加熱
する。ラップに包んだまま冷まし、ラッ
プをはずして縦半分に切り、さらに斜
めに切る。

② 枝豆は耐熱性ボウルに入れて水をヒタ
ヒタに注ぎ、ラップをして電子レンジ
で 5 分加熱する。あら熱がとれたらさ
やから実をとり出す。

③ ボウルに A を混ぜ合わせてなすと枝豆
を和える。

蒸しなすと枝豆のナムル
ごまの豊かな香りが

食材の味をひきたてます

★�なす皮の紫色の成分、アント
シアニンには抗酸化作用が期
待できます
★�枝豆にはビタミン B1、B2、
Cなどが含まれます

健康
ひとくち
メモ

電子レンジ調理で簡単にできるナムル。
枝豆も少量なら電子レンジ加熱が可能です。

（2人分）

なす 2個
枝豆

（さやつき）15さや

しょうゆ 小さじ1と1/2

砂糖 小さじ1/2

ごま油 小さじ2

すりごま 小さじ2

一味とうがらし 少々

ねぎのみじん切り 小さじ2
にんにくの
みじん切り 少々

A

 電子レンジ
cooking

「
鴻
臚
館
」

　
平
安
時
代
（
7
9
4
年

～
1
1
9
2
年
頃
）
朝

鮮
半
島
、
中
国
か
ら
の
古

代
外
交
使
節
の
日
本
国
の

窓
口
で
あ
り
、
公
園
の
海

辺
（
明
治
通
り
）
に
船
舶

で
入
ら
れ
た
方
々
を
、
鴻

臚
館
で
お
迎
え
し
、
ご
接

待
申
し
上
げ
、
太
宰
府
政

庁
へ
ご
案
内
し
ま
し
た
。
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今
年
４
月
３
日
で
79
歳
、
来
年

は
傘
寿
を
迎
え
ま
す
。
入
院
を
体

験
し
た
の
は
、
2
人
の
子
ど
も
の

お
産
の
時
で
、
５
年
ほ
ど
前
に
突

発
性
難
聴
で
病
院
に
か
か
り
ま
し

た
が
、
ゆ
っ
く
り
休
め
ば
良
く
な

る
と
言
わ
れ
、
薬
も
飲
ま
ず
に
、

休
養
を
取
る
こ
と
で
完
治
し
ま
し

た
。
そ
れ
以
降
、
歯
医
者
以
外
の

病
院
に
か
か
る
こ
と
も
な
く
、
薬

を
飲
む
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
50

歳
代
は
土
、日
に
登
山
を
楽
し
み
、

九
州
の
山
は
、
ほ
と
ん
ど
踏
破
し

ま
し
た
。

　
60
歳
で
定
年
退
職
後
、
母
の
着

物
姿
に
憧
れ
、
い
つ
か
は
自
分
も

と
思
い
、
無
料
着
物
教
室
か
ら
始

め
、
助
教
授
の
資
格
を
と
り
ま
し

た
。
ま
た
、
定
年
ま
で
勤
務
し
た

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
着

物
教
室
が
始
ま
り
、
受
講
料
免
除

の
特
典
で
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
な

が
ら
資
格
を
取
得
。
お
家
元
の
宮

島
健
吉
先
生
が
下
関
の
赤
間
神
宮

内
で
指
導
さ
れ
る
、
時
代
装
束
の

勉
強
会
へ
の
誘
い
を
受
け
、
即
入

　
70
歳
で
リ
タ
イ
ア
、
73
歳
に
な

っ
た
昨
年
11
月
に
老
人
ク
ラ
ブ

︵
功
寿
会
︶
に
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
会

員
の
募
集
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ

た
と
思
う
の
で
す
が
、
私
自
身

の
関
心
の
薄
さ
か
ら
気
が
付
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い
う
よ
り

も
、
内
心
「
老
人
」
と
い
う
文

字
に
抵
抗
感
が
あ
っ
た
の
か
も
。

避
け
て
い
た
の
か
な
。
身
体
は

ま
だ
ま
だ
元
気
で
何
で
も
や
ろ

う
と
す
る
気
力
も
あ
り
、
自
己

満
足
の
範
疇
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
な
り
に
何
で
も
や
れ
る
自

分
が
そ
こ
に
い
た
の
で
す
。

　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
通

い
、
カ
ラ
オ
ケ
教
室
と
木
彫
教
室

は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

若
い
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
た
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ

も
。
66
歳
の
と
き
、
突
然
の
脊

柱
管
狭
窄
症
を
発
症
で
と
り
わ

け
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
70
歳
の
リ
タ
イ
ア
後

か
ら
は
自
宅
に
い
る
時
間
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
、
ふ
と
堺
屋
太
一

さ
ん
の
著
書
の
中
で
「
会
社
単

族
人
間
」
と
言
う
言
葉
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
友
人
知
人
の
ほ

と
ん
ど
が
会
社
の
元
同
僚
、
ご

近
所
と
の
お
付
き
合
い
は
ほ
と

ん
ど
な
い
、
会
社
単
族
人
間
と

は
ま
さ
に
私
の
こ
と
だ
と
気
が

付
き
ま
し
た
。

老人クラブに
参加させていただいて

随  想

南
当
仁

第八功寿会

瀬川　忠男

舞鶴
松
寿
会

女
性
部
長　

松
井　

カ
ツ
子

着
物
と
私

会
し
ま
し
た
。

　

時
代
装
束
は
、
町
家
、
武
家
、

公
家
の
装
束
が
あ
り
、
町
家
装
束

が
一
通
り
終
わ
る
と
京
都
の
仁
和

寺
で
お
家
元
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
交
代
で
モ
デ
ル
に
な
り
、
撮
影

所
の
専
門
の
方
に
化
粧
と
髪
を
つ

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
家
装

束
で
は
芸
姑
姿
。
武
家
装
束
で
は

大
奥
中ち
ゅ
う
ろ
う臈
姿
。
公
家
装
束
で
は

白
拍
子
、
直
衣
お
よ
び
十
二
単
姿

に
変
身
し
て
撮
影
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
4
年
が
か
り
で
資
格
を

取
得
。赤
間
神
宮
で
毎
年
５
月
２
、

３
日
に
行
わ
れ
る
先
帝
祭
で
娘
に

十
二
単
を
着
せ
ま
し
た
。

写
真
左
が
筆
者

着
物
姿
の
松
井
さ
ん
（
右
）

海
外
で
も
好
評

 

着
物
の
魅
力

入
っ
て
実
感

 

ク
ラ
ブ
の
楽
し
さ

60
歳
か
ら
資
格
取
得

憧
れ
の
世
界
へ
挑
戦

　
平
成
25
年
に
は
呉
服
店
が
行
う

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
グ
ラ
ン
ド
セ
ン

ト
ラ
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の
着
物
シ

ョ
ー
に
着
付
け
と
モ
デ
ル
で
参

加
。
昨
年
３
月
28
日
よ
り
10
日

間
、
福
岡
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る

フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
へ
。剣
道
、

薙な
ぎ
な
た刀
親
善
使
節
団
に
同
行
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ボ
ル
ド
ー
市
庁
舎
表

敬
訪
問
に
着
物
で
参
加
。
ボ
ル
ド

ー
大
学
の
親
善
会
場
で
休
憩
時
間

に
干
菓
子
と
薄
茶
を
振
る
舞
い
、

通
訳
を
通
じ
て
飲
み
方
の
手
解
き

や
、
日
本
を
離
れ
る
と
き
に
着
物

一
式
持
っ
て
来
た
け
ど
着
ら
れ
な

い
と
い
う
日
本
人
妻
の
方
々
に
着

装
の
手
解
き
を
致
し
ま
し
た
。
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
着
物
の
お

か
げ
で
、
こ
の
歳
で
、
思
っ
て
も

み
な
い
世
界
が
広
が
り
、
感
謝
!!

の
一
言
で
す
。

　

こ
れ
は
ま
ず
い
、
近
所
付
き

合
い
、
そ
う
だ
、
ま
ず
公
民
館

へ
行
く
こ
と
だ
と
思
い
つ
き
ま

し
た
。
伺
う
と
、
ご
親
切
に
公

民
館
で
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
説

明
等
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
私

の
希
望
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
だ
っ
た
こ
と
か
ら
老
人
ク
ラ

ブ
を
紹
介
さ
れ
、
加
入
に
い
た

り
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
事
務
員
さ
ん
や
老

人
ク
ラ
ブ
会
長
さ
ん
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

早
朝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
、
い
い
で
す
ね
。
気
持
ち
の

い
い
一
日
の
始
ま
り
で
す
。
一

人
で
大
濠
公
園
を
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
す
る
よ
り
も
、
同
年
代
の
仲

間
と
ダ
ジ
ャ
レ
な
ど
を
言
い
な

が
ら
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
。

爽
快
で
す
。

　
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が

分
か
っ
て
く
る
に
し
た
が
い
、
気

楽
で
気
さ
く
、
個
々
人
に
と
っ
て

続
け
や
す
く
負
担
の
少
な
い
賢
い

ル
ー
ル
、
皆
さ
ん
の
知
恵
と
継
承

を
感
じ
ま
す
。
会
の
名
前
が
「
功

寿
会
」と
い
う
の
も
い
い
で
す
ね
。

　
会
社
人
間
の
男
性
諸
氏
、
会
社

を
定
年
退
職
な

さ
っ
た
ら
、
老

人
ク
ラ
ブ
サ
ー

ク
ル
に
加
入
さ

れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

女
性
の
社
会
力

に
は
感
心
し
ま

す
。ジ
イ
ジ︵
ジ

ジ
ー
で
は
あ
り

ま
せ
ん
︶
ガ
ン
バ
レ
！

クイズ（解答）脳い いき き
①カボチャ・ナスビ
②クルマ・デンシャ・バス

9 ページ



平成 30年 7月11　第54号

　よく噛めることは、食事の大切なポイン
トです。歯が不自由だから食べやすい調理
法にすることも大事ですが、歯を治療し、
なんでも食べられるようにすることも大切
です。歯・歯ぐきと義歯の点検も定期的に
行いましょう。おしゃべりする時に、歯・
歯ぐきの健康は会話をはぐくみます。

食後の歯磨きも忘れずに！

「噛む力」を
維持しましょう！①ゆっくり味わって食べましょう

②飲み込む前に 5 回多く噛みましょう

③飲み物で流しこまないようにしましょう

④ 食材を大きめに切ったり、硬めにゆでたりしましょう

⑤食物繊維が多い食材を使いましょう

⑥ 箸置きを活用し噛む回数を意識して食べましょう

よく噛むための工夫

よく噛んで食べると
　こんなにいいことが！

“早
4・ ・ ・

食い
4
4

”

していませんか？

　よく噛むことは、食べ物の消化を助けたり、脳を刺激したりと様々な効果をもたらしてくれます。以
下のよく噛むための工夫を実践し、80歳で自分の歯が 20本以上ある「8020運動」に取り組みましょう。

胃腸の働きを
促進する

肥満防止・
食べ過ぎ注意

歯の病気の
予防

味覚の発達・
唾液の分泌

脳への刺激・
学習能力向上

言葉の発音・
表情ゆたか

運動能力向上・
全力投球できる

噛むことによって
認知症予防にも！

日
本
産
ま
れ
の
パ
ン
ダ
可
愛
い
名
を
期
待

平
和
憲
法
つ
づ
く
平
和
を
噛
み
し
め
る

春
の
囀
り
雲
雀
訪
ね
て
バ
ス
に
揺
れ

遺
さ
れ
た
此
の
世
の
旅
を
楽
し
も
う

若
さ
っ
て
い
い
な
素
顔
の
汗
光
る

日
進
月
歩
つ
い
て
い
け
な
い
も
ど
か
し
さ

両
親
に
感
謝
米
寿
を
生
か
さ
れ
て

親
孝
行
出
来
ず
じ
ま
い
の
悔
の
こ
る

 

草
ヶ
江
校
区
　
第
六
草
寿
会
　
一
鬼
　
ふ
く
世

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
香
る
花
道
足
と
ま
る

　
　
元
気
重
ね
て
感
謝
の
こ
こ
ろ

五
月
晴
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
お
も
し
ろ
や

　
　
打
数
か
さ
ね
る
三
世
代
か
な

 

福
浜
校
区
　
第
四
福
寿
会
　
森
　
カ
ズ
子

デ
イ
・
ケ
ア
ー
　
バ
ス
を
待
つ
間
の
走
り
梅つ

ゆ雨

 

赤
坂
校
区
　
桜
会
　
橋
本
　
文
枝



平成30年7月発行

第54号
福岡市中央区老人クラブ連合会
福岡市中央区大名2-5-31
TEL 092-718-1140

発行 株式会社　ニチコミ
福岡市博多区博多駅東1-13-6
TEL 092-292-6538  竹山博多ビル7F

編集
印刷

第54号　12平成 30年 7月

ご協賛頂きました皆様方へ
　

盛
夏
の
み
ぎ
り
、
会
員

の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご

活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。「
中
央
区
老
ク
連
だ

よ
り
第
54
号
」
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

　

今
回
も
活
動
紹
介
や
随

想
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご

投
稿
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
投

稿
の
中
に
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
に
入
会
し
て
楽
し
さ
を

実
感
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
1
0
0
万

人
会
員
増
強
運
動
」
の
最

終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
同

年
代
の
仲
間
が
身
近
に
い

る
こ
と
は
心
強
い
こ
と
で

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
を
さ
ら

に
Ｐ
Ｒ
し
、
一
人
で
も
多

く
の
仲
間
を
増
や
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。（
広
報
部
）

　

こ
の
た
び
は
﹁
中
央
区

老
ク
連
だ
よ
り
﹂
の
発
行

に
あ
た
り
ま
し
て
広
告
の

掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か

で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
願
っ
て
発
行
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご

厚
誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

 

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編集だより

　
カ
ワ
セ
ミ
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
見
た
こ
と
が
な
く

て
も
名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
カ
ワ
セ
ミ
は
「
渓
流
の
宝
石
」

な
ど
と
呼
ば
れ
、
青
い
背
中
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
腹
と
、
鮮
や
か

な
色
彩
の
野
鳥
で
す
。
清
流
な

ど
の
水
の
き
れ
い
な
場
所
に
す

ん
で
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

平
尾
大
池
で
も
普
通
に
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

随  想

平
尾
大
池
に

カ
ワ
セ
ミ
に
会
い
に
行
こ
う

　
平
尾
大
池
は
洪
水
を
調
整
す

る
た
め
に
造
ら
れ
た
池
で
、
水

は
流
れ
て
い
ま
す
が
、
お
世
辞

に
も
キ
レ
イ
と
は
言
え
な
い
池

で
す
。
し
か
し
、
近
く
の
南
公

園
の
森
に
巣
が
で
き
そ
う
な
断

崖
が
あ
る
な
ど
、
安
全
な
子
育

て
環
境
が
整
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
カ
ワ
セ
ミ
を
簡
単
に
見
つ
け

る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　
カ
ワ
セ
ミ
は
長
い
く
ち
ば
し

で
水
中
の
小
魚
を
ハ
ン
テ
ィ
ン

グ
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
水
面
か

ら
1
ⅿ
か
ら
2
ⅿ
く
ら
い
の
見

晴
ら
し
の
い
い
場
所
に
止
ま
っ

て
、
じ
っ
と
餌
に
な
る
小
魚
を

探
し
て
い
ま
す
。
池
の
上
に
出

て
い
る
看
板
や
木
杭
の
上
、
せ

り
出
し
た
木
の
枝
、
フ
ェ
ン
ス

の
先
端
な
ど
に
じ
っ
と
止
ま
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
飛
ん
で
移
動
す
る

と
き
に
「
チ
ー
ッ
、
チ
ー
ッ
」

と
油
の
切
れ
た
自
転
車
の
ブ
レ

ー
キ
の
よ
う
な
声
で
鳴
き
ま
す
。

餌
を
取
る
と
き
や
別
の
場
所
に

移
動
す
る
と
き
な
ど
、
水
面
の

1
ｍ
く
ら
い
の
高
さ
を
、
鳴
き

な
が
ら
水
平
移
動
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
そ
の
時
に
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ほ
か
の
鳥

と
違
い
、
鮮
や
か
な
青
い
色
が

見
え
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
方

も
す
ぐ
分
か
り
ま
す
。

　
平
尾
大
池
の
良
い
と
こ
ろ
は
、

池
自
体
が
狭
い
う
え
に
、
池
の

中
に
通
路
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に

立
て
ば
池
全
体
を
見
渡
す
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
点
で
す
。
川

の
場
合
は
、
上
流
か
ら
下
流
ま

で
か
な
り
の
距
離
を
移
動
し
て

捜
す
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
真

ん
中
で
3
6
0
度
回
転
す
れ
ば

全
体
が
見
渡
せ
る
、
鳴
き
声
も

小笹
第
八
小
笹
平
和
会

和
田　

洋
一

小笹校区　第五小笹平和会
今村　年香さん

聞
こ
え
る
と
い
う
絶
好
の
条
件

で
す
。

　
散
歩
の
足
を
少
し
伸
ば
し
て
、

平
尾
大
池
の
真
ん
中
に
立
っ
て
、

目
を
凝
ら
し
、
耳
を
澄
ま
せ
ば

カ
ワ
セ
ミ
に
会
う
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
カ
ワ
セ
ミ
は
渡

り
鳥
で
は
な
い
の
で
年
中
い
ま

す
が
、
夏
場
は
繁
殖
期
な
の
で
、

池
に
出
て
く
る
回
数
は
減
り
ま

す
。
ま
た
、
午
後
に
な
る
と
も

う
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
の

か
、
見
か
け
る
回
数
が
減
り
ま

す
の
で
、
早
朝
か
ら
午
前
中
が

ベ
ス
ト
で
す
。


